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??????????????????????????????????????? ? ? ? ? ? ? ???????????? 入札締切（応札者：日商エレクトロニクス、富士通）　7／8　技術審査開始
技術審査委員会（第1回）、電子図書館専門委員会（第2回）
技術審査委員会（第2回）
次期システム運用WG：目録担当職員連絡会（第1回）
経理部への技術審査結果報告
開札（落札・契約：富士通に決定）
次期システム運用WG：調整グループ会議（4）
文部省への入札結果報告
次期システム追加調達仕様策定委員会（第1回）
次期システム運用WG：新システムの概要全体説明会
次期システム追加調達仕様策定委員会（第2回）
次期システム運用WG：調整グループ会議（5）
資料電子化に関する部局調査：アンケート締切
次期システム追加調達：分散データベース統合検索用サーバシステム官報公告
次期システム運用WG：目録担当職員連絡会（第2回）
附属図書館商議会（第2回）
電子図書館専門委員会（第3回）、次期システム運用WG：調整グループ会議（6）
NACSIS新CAT接続負荷テスト（テストサーバ）
設置のためのコンピュータ室移動作業、電源トランス入替え工事
新システム（相互利用）説明会
NACSIS新CAT接続負荷テスト（本番サーバ）
新システム基礎研修（Windows95）（7日まで）
メーカーによる新システム機器設置のための部局工事調査
追加調達（分散データベース統合検索用サーバシステム）：入札締切
iliswave体験講座（目録接続負荷テスト申込者）
追加調達：技術審査職員会議（第1回）
追加調達：技術審査職員会議（第2回）
新システムDBMS：ORACLE説明会、機器設置のための部局工事（富士通）
データ移行（目録）：データチェック大作戦開始
新システム運用WG：調整グループ会議（7）
新システム基礎研修（Windows95）補講
機器搬入開始～、電子図書館専門委員会（第4回）
新システム研修担当者セミナー（ブラウザ、電子メール）
新システム基礎研修（ブラウザ、電子メール）（～28日）
新システム機能評価開始（～5日）
新システム運用WG：調整グループ会議（8）
部局端末システム担当者連絡会議
現行目録データ作成業務最終日　12／6　目録データ移行作業開始
附属図書館内クライアント設置開始
新図書館業務システム全体説明会、www版OPAC説明会
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3／18
3／19
3／27
新システム業務研修：目録（11、12、15、16、19）
新システム基礎研修（Windows95）（～！8日）
新システム業務ソフト配布、運用テスト開始
NACSIS新CAT接続テスト、附属図書館内利用者スペースクライアント設置（～26日）
新システム本番稼働（目録、閲覧、統計、相互利用、www　OPAC）
新システム運用WG：調整グループ会議（9）
新システム業務研修＝目録インストラクター養成講座
新システム業務研修：OPAC説明会（午前午後2回開催：150名参加）
附属図書館商議会（平成9年度第3回）
学内I　L　L説明会
新システムメーカーとの定例打合せ（第3回）
BBCC電子図書館研究会研究報告会
新システム運用WG：目録担当者交流会（第3回）
NACSIS：新CAT／ILL説明会
新システム研修：目録（工学部説明会）20日まで（14名）
新システム研修：目録（理学部説明会）（13名）
分散データベース統合検索用サーバ設置（経、農）
電子図書館システム披露式（新電子図書館システム運用開始）
分散データベース統合検索用サーバ設置（化研）
電子図書館化推進連絡会（文部省）
文部省科学研究費研究成果流通環境に関する総合的研究：報告会（軽井沢）
新システム全学説明会
近畿北部地区機械化連絡会議
閲覧システム移行作業開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
井戸松尾家文書仮目録について
　このたび、山下正男本学名誉教授の尽力により井戸松尾家文書が附属図書館に寄託された。
　井戸松尾家文書は、洛西松尾井戸町に代々居を構えていた井戸松尾家の現当主松尾碩彦氏の
所有である。井戸松尾家は松尾社社家の第十番目の分家であるが、早くから社家を離れ、江戸
時代を通じ、歴代にわたって禁中非蔵人職を世襲した。
　文書は非蔵人松尾為美によって、嘉永5年から明治27年にわたって書き続けられた日記であ
り、その他に系図等の諸文書が含まれている。
　明治維新前までの日記には禁中の諸行事等が詳細に記述されている。また、維新後の日記か
らは士族とはなったが禄を失った元非蔵人家の苦闘が鮮明に読みとることができる。
　この文書は松尾第十分家のものであるが、松尾第七分家（おなじく非蔵人家〉の文書はその
直系子孫である松尾剛氏が保存しておられ（マイクロフィルムは東京大学史料編纂所にある）、
目録が出されている。
　両家の文書を総合的に研究すれば、江戸期の朝廷の内情がより明らかになると考えられる。
　なお、以下の仮目録は寄託受入のために作成されたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受入掛）
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